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　前号に引き続き、今回も「退行催眠」と「前世療

法」について取り上げます。

ブライアン・ワイスの『前世療法』の問題点

　ブライアン・ワイスの『前世療法』はベストセラ

ーとなり、多くの人々に「退行催眠」の存在を知ら

せることになりました。しかし、この『前世療法』

も、先号で述べたイアン・スティーヴンソンやシル

バーバーチの見解と照らし合わせてみると、あまり

にも多くの問題点を抱えていることが明らかになり

ます。『前世療法』は人々に間違った知識を与え、

幻想を事実のごとく信じ込ませ、大きな弊害を作り

出しています。

　次に、スティーヴンソンやシルバーバーチの退行

催眠への指摘をもとにして、『前世療法』を検討し

てみることにしましょう。

　まず第１の問題点として、霊的現象に対するブラ

イアン・ワイス自身の理解力の乏しさをあげなけれ

ばなりません。ワイスは、キャサリンの前世回帰現

象に出会い、驚き混乱します。そして、その現象を

理解しようとして、スティーヴンソンの『前世を記

憶する子どもたち』を読んだと言っています。しか

し、その後のワイスの歩みを見る限り、彼はスティ

ーヴンソンの退行催眠に対する重要な指摘を全く理

解できなかったと言わざるを得ません。どうしてワ

イスは、スティーヴンソンの問題点の指摘に気がつか

なかったのでしょうか。スティーヴンソンが、「退

行催眠を何とか終息させたいと考えている」とまで

明言している内容が心に響かなかったのでしょう

か。ワイスは、スティーヴンソンの見解に反論する

ことなく、それどころか、スティーヴンソンの研究

を自著の中で紹介し、まるで自分とスティーヴンソ

ンが同じ考えであるかのごとくに扱っています。ま

ともな知性の持ち主ならば、スティーヴンソンと自

分（ワイス）の見解の違いを、まず埋め合わせるの

が当然です。ワイスのしていることは、明らかに学

問の世界における常識からの逸脱です。

　こうしたことをしてしまった理由として、ワイス

自身に心霊現象についての知識がなかったことが考

えられます。心霊現象を判断する決め手ともいうべ

き心霊的な知識の欠如が、彼を間違った方向に向か

わせてしまったのです。心霊的な現象を的確に判断

するには、豊富な心霊的知識が不可欠です。霊的知

識が乏しければ、判断力は狭く限定させられてしま

います。そして自分の方向性が間違っていても、そ

の間違いに気づくことができなくなります。

  もしワイスにスティーヴンソンほどの霊的知識が

あったなら、退行催眠をさまざまな角度から分析・

判断できたはずです。そしてその結果、退行催眠に

よって前世を知ることができるというのは間違いで

あることに気がついたはずです。

  第２の問題点は、ワイスが退行催眠によって明ら

かにしたという「前世の人格」についてです。すで

に何度も述べてきましたように、退行催眠によって

思い出したとされる前世の人格は、大半が潜在意識

によるフィクションであったり憑依霊の仕業なので
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す。ワイスが『前世療法』の中で取り上げている前

世の人格を注意深く分析してみると、それらが紛れ

もなく、潜在意識のフィクションや憑依現象である

ことが分かります。ワイスの霊的現象に対する理解

力不足と一方的な思い込みが、彼に、前世像がフィ

クションであることを気づかせなかったのです。

  第３の問題点は、霊界の導きに対するワイスの無知

さです。霊界サイドがキャサリンを通して働きかけ

てきたことの真意を、彼は最後まで理解することが

できませんでした。スピリチュアリズムの観点から

見れば、二人に対しての霊界側からの意図は、はっ

きりとしています。

　キャサリンへの４、５回目の退行催眠で、あの世に

いるマスター達（霊達）が、彼女を通じて霊的真理

を語るようになりました。マスターからの通信はし

ばらく続きます。しかし、やがてマスターからの最後

通告とともに、あの世からの通信は途絶えることに

なります。こうした一連の出来事は、霊界サイドが

キャサリンという霊媒（チャネラー）を準備し、

それを通じて霊的真理を地上に送ろうとした計画が

あったことを示しています。そして一定の通信を送

った段階で、その計画が達成されたためか、あるい

は別の理由で計画が変更され、あの世からの通信が

ストップしたと思われます。

　このように考えれば、ワイスとキャサリンにとって

最も重要なことは、彼女が過去世の記憶を取り戻す

ことではなく、あの世から送られてくる霊的真理そ

のものであったことが明らかにされます。キャサリン

の霊媒としての能力は、霊的真理を地上にもたらす

ために、霊界において計画・準備されたものだった

のです。

　霊界側は、催眠トランスを利用してキャサリンの

霊媒としての回路を作り上げていきました。ワイス

はそうした霊界サイドの真意に気づくことなく、退

行催眠や前世の記憶だけに心が奪われてしまいまし

た。むろん彼の関心は、霊からのメッセージにも向け

られてはいましたが、退行催眠と前世という見当違

いの方向に異常に傾いてしまっていたため、肝心な

ことから大きくズレたまま進んでしまったのです。

　結局、ワイスを通じてメッセージや霊的真理を地

上に伝達しようという計画は、霊界側から見切りを

つけることになったようです。これ以上、退行催眠

による安易な前世探しが先行することは、将来大き

な問題を生じさせるようになるとの判断から、霊界

側の働きかけが一方的に断ち切られたと思われま

す。安易な前世探しは、人類にとって大きなマイナ

スを引き起こすことになるからです。

　第４の問題点は、前世を思い出すことによって病

気が治ったというワイスの思い込みと錯覚です。ワ

イスの前世療法は、大きな意味でいえば心霊治療の

一つと考えられます。病気が癒されたというケース

は、催眠の過程で何らかの霊的作用が働いたことに

よるものと思われます。はっきり言えば、こうした

ケースは退行催眠でなくとも、他の方法でも治った

ということです。ワイスは、「患者の４０％は、現

在の問題を解決するためには、過去世まで溯る必要

がありました……こうした人々の病気は、何百年、

何千年も昔の過去世で起こったことに起因している

ために、従来の今生だけに限定した退行催眠療法を

行っていては、どんなに優れたセラピストでも、彼

らを完全な治癒に導くことはできないでしょう」と

述べています。ワイスのこのような発言は、彼が心

霊治療に対する知識が全くなかったことを示してい

ます。

　スピリチュアリズムによってもたらされた霊的真

理に照らしての結論を言えば、こうした病気（カル

マによる病気）は、治るべき時期のきた人は治り、

まだカルマが清算されず時期のきていない人は、何

をしても治らないということです。それが霊的な摂

理なのです。どのような手段を取るかが重要ではな

く、その人に時期がきているかどうかが問題なので

す。

　それを、退行催眠で前世を思い出したから病が癒

されたと言うことは、原因と結果を取り違えた考え

方、霊的摂理を無視した考え方なのです。本当は退

行催眠をするか否かにかかわらず、同じ結果が生じ

たはずなのです。実際、退行催眠による治癒率が期

待するほど上がっていないという事実は、このこと

さかのぼ



を証明しています。

　誠意と洞察力を持ったセラピストなら、治癒は退

行催眠とは無関係に生じていることがはっきりと理

解されるでしょう。病気が治るか治らないかは、ど

のような治療法を取るかということによるものでは

ありません。治るべき時期にきている患者は、退行

催眠以外のいかなる治療方法を施しても治るように

なっています。わずか５分間、話をするだけでも治

るのです。それが心霊治療における原則なのです。

  第５の問題点は、『前世療法②』（続編）や『ソ

ウルメイト─魂の伴侶』（続々編・PHP研究所）で

述べられているソウルメイト（魂の兄弟）について

の見解です。ワイスは、退行催眠によって、前世の

人間関係（親子・夫婦・師弟・主従）が次世におけ

る身近な人間関係を結ぶことが明らかにされたと言

っています。前世で夫婦であった二人は、次の地上

人生で再び夫婦になったり、父と娘になったり、あ

るいは兄と妹というような、近しい関係になったり

すると言うのです。また現在生じている人間関係の

トラブル・不和などは、前世における人間関係に原

因があり、それが悪いカルマとして現在にもたらさ

れた結果であるとも言っています。このような時空

を超越して前世からの関係を結んでいる相手を、

「ソウルメイト」（魂の友）と呼んでいます。

　このソウルメイトの考えは、表面上は、「死後生

命の存続」「再生」「カルマの法則」といった、ス

ピリチュアリズムによって明かされた霊的真理と共

通の見解に立っています。その上で、前世と今生の

具体的な人間関係を、退行催眠で実証するといった

形になっています。そうした真理と実証（？）が同

時に示されることによって、ソウルメイトの存在は

真実であるかのような印象を与えることになりまし

た。多くの人々がその理論性と実証性に感動して、

新しい世界観・人間観を持つようになりました。今

の人間関係は過去世からの宿命的なものであり、深

い絆で結ばれたものであると思うようになったので

す。そして、これまでとは違った観点に立って現在

の人間関係を見直していこう、という人が増えてき

ました。

　前世の夫婦が次世でも夫婦になったり、今の二人

の出会いが前世の夫婦関係によって引き寄せられた

ものであるとするなら、本当にロマンチックな出来

事と言えます。愛する者とは、次世でも一緒に暮ら

したいと思うのはごく自然な願いであり、ソウルメ

イトが事実であって欲しいと考えるのは当然です。

前世で愛し合った男女は、次の地上人生において、

インスピレーションという一目惚れの形でそれを思

い出すことがあるとも言われます。もし、そうした

出会いが事実なら、ソウルメイトはこの世を超越し

た神秘的な関係、まさにすばらしい関係ということ

になります。

  しかし結論を言いますと、退行催眠でワイス達が言

う「ソウルメイト」といった人間関係は現実には存

在しません。ソウルメイトという特殊な関係に、こ

れまで感動と夢と希望を見い出してきた方が大勢い

らっしゃることはよく知っています。ソウルメイト

を新たな人生の指針・生きがいの根拠としてきた方

も多くいらっしゃることでしょう。しかし、「ソウル

メイト」は事実ではないのです。

　退行催眠による前世像の大半が潜在意識によるフ

ィクションであることはニューズレターの前号で述

べましたが、実はソウルメイトも、これと全く同じ

プロセスで作り出されたものなのです。催眠下とい

う日常的意識を超越したところにおいて作り出され

た想像の産物が、ソウルメイトなのです。退行催眠

ブームの当初は、前世探しは個人レベルでのフィク

ション・ストーリーに限られていましたが、やがて

複数の人間を同時に巻き込んで、肥大化したフィク

ション・ストーリーを作り上げるようになりました。

それが「ソウルメイト」です。当事者全員によって

前世の人間関係を作り上げ、全員がそのフィクショ

ン・ストーリーの中でそれぞれの役割を演じ、そこ

で展開される前世の人間関係を事実であるかのごと

く思い込むことになります。これが「ソウルメイト」

の実態なのです。
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  退行催眠で言われてきたソウルメイトが、単なる

フィクションの産物であることは、スピリチュアリ

ズムによって明らかにされた霊的事実に照らしてみ

れば一目瞭然です。私達は死後、幽界で一定期間過

ごすことになります。そこで物質や肉体に由来する

感性・意識を拭い去って純粋な“霊的存在”になる

のですが、そうした肉体性・物質性がなくならない

うちは、いつまでも幽界に留まることになります。

　物質意識を拭い去り、霊本来の世界である霊界に

入った者（霊）は、そこで「類魂」の仲間入りをす

ることになります。類魂とは「グループ・ソウル」

とも呼ばれ、個々の霊が集合して、全体で大きな霊

をつくるようになった「意識体」（共同意識体）の

ことです。大きな霊といっても、「類魂」は単なる

個々の霊の集まりではありません。地上のグループ

（人の集まり）では、どこまでも肉体を中心とした

個別意識が支配的ですが、霊界の類魂では、その個

別の意識の壁が取り除かれるのです。地上の人々の

集まりは、その意味で“ソウル・グループ”（個人

の集まり）を越えることはできませんが、「グルー

プ・ソウル」（一つとなった大きな魂）は、共有意

識という全体性が自然に優先されるようになる世界

なのです。霊界の類魂では、「私はあなた」「あな

たは私」「私は全員」という、融合した一つの共有

意識（より大きな霊的存在）がつくられます。

　死後、私達はこうした類魂という大きな霊の構成

メンバーとして、霊的成長へ向けての新たな歩みを

始めることになります。やがて類魂を構成する一部

の霊が、類魂全体の成長のために、体験を求めて地

上へ再生するようになります。こうして地上への再

生者となった者（霊）は、類魂全体の進化にプラス

となる体験を求めると同時に、その本人がかつての

地上時代に作ってしまった悪いカルマを清算するよ

うなプロセス（苦しみ・困難の道）を歩むようにな

ります。地上への再生は多くの場合、こうした二重

の目的を持ってなされるのです。

　さて、いよいよ地上に再生するについては、その

目的　　魂の成長とカルマ清算を果たすにふさわし

い肉体と環境（国・民族・家庭）を選択することに

なります。つまり地上で自分の親になる人を選ぶと

いうことです。そうして後に、自ら選んだ地上の両

親のもとに生まれることになります。以上が、霊界

から地上に再生していくまでのプロセスです。

　退行催眠で言われてきたソウルメイトでは、以前

の地上の人間関係が再生時の人間関係を作り出すと

いうことでした。しかし今述べてきましたように、

霊的事実はそれとは全く異なるものです。地上の人

間関係が続くのは、せいぜい幽界までなのです。霊

界に入れば、各人の霊的成長レベルに応じて行くべ

き界層が決められます。この段階で、地上のほとん

ど全ての人間関係（夫婦・親子・家族など）はバラ

バラになります。住む世界が別々になるのです。但

し、住む界層が異なるといっても、愛による結び付

きが失われてしまうわけではありません。真実の愛

によって結ばれている者どうしにおいては、霊界で

も必要に応じて会うことは可能です。（上層の者が

下層に出向くという形で）いうまでもなく、その愛

からは、地上的な要素、特に本能に基づく異性愛的

要素は全て取り除かれています。かつての男女愛・

夫婦愛は、親友の愛（地上の友情）に近いものにな

っています。

　霊界において別世界に所属するようになっても、

真の愛情がある限り、それが悲しみになることはあ

りません。霊界に入る段階に至った者においては、

互いの霊的成長だけが重要であって、愛する人と

別々になる状況も喜びをもって受け入れられるよう

になっています。一人一人の意識が大きく変化して

いるのです。異なる界層に離れ離れになると寂しく

なってしまうという考えは、どこまでも地上の観点

からの心配に過ぎません。それを悲しみと感じなく

なる世界が霊界なのです。

�



 以上のような霊界の事実と照らしてみると、以前の

地上人生における人間関係が再生時の地上生活に持

ち越されるという考えが、いかに霊界の事実から掛

け離れたものであるかが理解されるはずです。先ほ

ども述べましたように、まず幽界をへて霊界に入る

段階で、夫婦であってもその大半が別々になりま

す。そしてその後は、それぞれにふさわしい霊的進

化の道を歩むことになります。

　別々の界層・類魂に所属している両者が、一定の

霊界の期間をへて再生者として地上に生まれるチャ

ンスが与えられたとしても、お互いの地上への再生

の時期が重なるというようなことなど考えられませ

ん。また自分の成長・類魂全体の成長を促すにふさ

わしい国・民族・親を選ぶという点から判断すれ

ば、魂の成長度が異なる別々の「類魂」に属してい

る両者が、同様な地理的状況に置かれることは、ほ

とんどあり得ないことも理解されるはずです。その

上、地上への再生という重大事にあたって、「類魂」

（グループ・ソウル）という絶対的な壁を無視して、

二人という横の関係において相談の機会を持つとい

うことは、決してあり得ません。再生に先立っての

話し合いや打ち合わせというようなことは、再生時

における守護霊となる“類魂の仲間”との間におい

ては存在しますが、それ以外のものはありません。

　さらに、もっと大きな問題は、地上に再生するの

は、前世とは全く別の自分（私）であるということ

です。今の「私」という意識は、その地上人生にお

ける一度限りのもので、再生時には別の人間意識

（私）になっています。前世の「私」は二度と地上

に存在しません。今の「私」は次の再生時にはいな

いのです。したがって、霊界の視点から見た時の霊

としては同一であっても、地上の人物としては全く

別人になっています。そして地上では、そうした人

物像しか「私」として意識することはできないので

す。もし、かつて地上で夫婦であった二人が再生す

ることになったとしても、その時は、それぞれが別

の「私」と「あなた」として生まれるということに

なるのです。前世の人間関係をつくっていた両者が

存在しない以上、地上において、再び「私」と「あ

なた」という関係・結びつきをつくることは不可能

なのです。退行催眠でいう前世の人間関係とは、こ

の地上の人物像どうしの関係を意味しているのであ

って、現実には存在しないということなのです。

　ソウルメイトという考えは、どこまでも再生とい

う複雑な現実を度外視したところにしか存在しませ

んし、空想の世界でのみ有り得ることです。そして

その空想とは、あくまでも人間の小さな視野・地上

的視野から描かれた願望にすぎません。あまりにも

この世的な、肉体レベルに縛られた観点からの想像

物なのです。再生とは徹頭徹尾、霊的成長という純

粋な霊的要因によって展開する出来事です。前世の

人間関係が次の再生時にも引き継がれるという考え

方は、どこまでも地上・血縁という物質的要素を基

準とした発想から出たものです。

＊スピリチュアリズムの観点から見た時、ごく稀なケー

スではあっても、前世の人間関係が次世に持ち越される

ものとして、次のようなことが考えられます。

  それは、地上の当事者どうしが極めて大きなマイナスの

カルマ（二人だけによって作られた特殊なカルマ）を作

り上げた場合　　例えば、物欲から生涯にわたって憎み

合い傷つけ合い、殺人まで犯すような関係を作ったケー

スでは、両者がともに霊性の未熟さゆえに霊界まで入る

ことができず、カルマ清算のために、幽界から揃って地

上に再生させられることが考えられます。この場合、二

人が再び地上で縁が結ばれ、カルマを清算するための状

況が再現されることも有り得るでしょう。

  つまり、こうした稀なケースでは、前世の身近な人間関

係が再生時においても作り上げられるかも知れません。

しかしこれは滅多にないことで、可能性があるにすぎま

せん。
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　ソウル・メイトによって、この世の人間関係のト

ラブルに前向きに取り組む姿勢を持たせるのはよい

ことであっても、それはどこまでも、玩具で子供を

なだめて親の言うことに従わせるのと同じことで

す。単なるフィクションを事実と思い込ませること

が、長い目で見て決してよい結果をもたらすはずは

ありません。たとえ、そのフィクションを信じた者

が感動し救われたと感謝の言葉を述べたとしても、

事実でない以上、どこかで破綻が生じるようになる

のです。間違いは間違いとして、訂正されなければ

ならないのです。

  さて、こうしたソウルメイトに一見似たものとし

て、シルバーバーチは「アフィニティ」（ツイン・

ソウル）について言及しています。これは霊界の同

一類魂に属する極めて密接な二つの魂のことを指し

ます。霊界では“意識”こそが人間存在にとっての

本質であるため、アフィニティのケースは、霊的に

は一つの霊を形成する二つの片割れ、一つの霊魂の

半分ずつ、ということになります。霊的には一体関

係にあるということです。そしてこの二つの霊が同

じ時期に地上に再生してめぐり合い、夫婦（男女）

の関係を結ぶことがあります。　

　アフィニティといわれる二人は、霊的成長レベル

が全く同じであり、霊として一つ（同質）であるた

め、その後の霊的成長の歩みも、一つの単位として

ともになしていくことになります。アフィニティと

いっても、低い霊界に所属する（類魂に入る）こと

もあり、そうした低いレベルにあっては、男女の違

い（区別）ははっきりとしています。しかし、そう

した二人も進化向上してより高い界層に進むに従

い、両者間から男女差が消えていきます。

　以上がアフィニティとしての進化のプロセスです

が、こうしたアフィニティにおいては、霊界の関係

が地上でもそのまま継続することになります。しか

しこれは、退行催眠で言われてきたソウルメイトの

関係とは全く異なるものです。ソウルメイト的夫婦

関係は単なる願望であり、催眠によって作り出され

たフィクションにすぎませんが、「アフィニティ」

はごく稀なケースではあっても、現実に存在するも

のなのです。　

　ワイスが言うような、グループ退行催眠によって

明らかにされるとするソウルメイト・ストーリー

は、催眠下で作られた空想であり、現実的な人間関

係ではありません。前世に由来するというワイスの

言う人間関係は作り話にすぎません。グループ退行

催眠では、個人レベルの空想がさらに増幅され、全

員でいっそう大きな空想、フィクション的世界を作

り出します。

　冷静でまともな観察眼を持った人間なら、集団退

行催眠で現出される前世の関係は、どうもおかしい

と気づくはずです。いつまでもそうしたことを続け

るのは、バカバカしくなるはずです。一目惚れを前

世での夫婦関係の引き合う縁と勝手に思い込み、結

婚に至った多くのカップルが、結局、悲惨な結末を

迎えています。それと同じようなことを、全員でし

ているのが、グループ退行催眠の実情なのです。こ

うした異常なことは、スティーヴンソンならずと

も、一刻も早く止めさせなければならないと思うの

が当然です。夢を現実と信じ込む異常さの中に、身

を任せるようなことがあってはならないのです。

　第６の問題点は、ワイスが『前世療法②』の最後

で述べている、自分自身で前世を思い出すための具

体的な方法についてです。そこでワイスが示してい

る方法は、自己暗示によってフィクションの前世を

作り上げるテクニック以外の何物でもありません。

わざわざ空想を作り上げ、前世と思い込ませようと

する明らかに間違った方法と言えます。

　以上、ワイスの「退行催眠」と「前世療法」につ

いての問題点を明らかにしてきました。ワイスはキ

ャサリンに対する治療が終了した時点で、退行催眠

の間違いに気づき、一切の退行催眠をストップすべ

きだったのです。残念ながら、ワイスはその後も、

霊界の意図からどんどん外れた方向へと歩み続けて

います。彼の『前世療法』はベストセラーになり、

多くの人々に受け入れられ、今や彼は、ニューエイ

ジの旗手的存在と見なされています。確かにワイス

の行為は、多くの米国人の目を霊的世界に向けさせ
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ることになりました。このことは一面では貢献とも

いえますが、皮肉なことに、それ以上の弊害を生み

出してしまいました。　

　フィクションであっても魂が成長すればいいでは

ないか、現実的に病気が治るのだからそれでいいで

はないか、というような、筋の通らない居直り・反論

をするセラピストがいます。しかし人間は、やはり真

実・事実を知って、その上に立って努力し、魂を成

長させるべきなのです。子供だましのような手段で

魂を成長させられるレベルは、所詮限られていま

す。退行催眠を持ち出さなければ、もっとスムーズ

に魂の成長を促すことができるのです。退行催眠

は、わざわざ魂の成長にとっての遠回りの道を作り

出してしまいました。人々に人気のあるもの・受けの

よいものが、魂を引き上げるわけではありません。

偽物によって人の心を感動させるということが、魂

の向上にどれほど悪影響を及ぼすかは計り知れませ

ん。

　これまで、ワイスの「前世療法」を厳しく批判して

きたのは、退行催眠による前世探しは一見スピリチ

ュアリズム的でありながら、実はその本質を見失わ

せ、単なる好奇心・興味の方向に人々を引きずって

いくという有害性を持っているためです。退行催眠

などという手段は、人類の霊的成長にとってマイナ

スをもたらすものです。

　ワイスは、「４０％の患者は、退行催眠で過去世ま

で溯る必要がある」とか、「男女関係・夫婦関係・家

族関係など難しい深刻な問題の根本原因は、前世に

あることが私には分かってきました」などと言ってい

ます。このように言われれば、何の知識もない一般

の人々が、退行催眠による前世に心を奪われ、間違

った好奇心に翻弄されてしまうのは当然のことで

す。キリスト教の贖罪思想・原罪思想に相当する、大

きな罪作りをしていると言わなければなりません。

＊アラン・カルデックによる『霊の書』（『スピリチュ

アリズムの真髄－思想編』当サークル発行）の中には、

この世の人間関係は過去世に関係があるとするような一

節があります。退行催眠でいうところの、ソウルメイト

的な人間関係を述べています。これは結論を言えば、明

らかに間違っています。『霊の書』という最高級レベル

の霊界通信においても、間違いはあるという一つの実例

です。この辺りに、『シルバーバーチの霊訓』と比較し

た時の差が表れています。

　こうした間違いが生じた原因として、霊自体（通信

霊）の知的レベルという問題や、霊界通信を地上人が受

けた時のミス、あるいは、それらの通信を編集してきた

カルデックのミス、そしてフランス語から英語への翻訳

過程におけるミスなど、さまざまな状況下における間違

いの可能性が考えられます。『霊の書』の通信内容の誤

りは、『シルバーバーチの霊訓』という、より広範囲で

しかも細部にわたる霊訓と比較した時に、はじめて明ら

かにされます。

＊退行催眠による前世像やソウルメイトといった人間関

係が、ことごとく事実から遠く離れたフィクションであ

ることは、これまでの説明で理解されたと思いますが、

そうした事態を引き起こしている最大の原因は、実は催

眠術の性格そのものの中にあるのです。

　米国では、今まで盛んに催眠術や催眠療法が行われて

きましたが、最近になってこうした催眠術への過度の信

頼と偏りが、疑問視されるようになってきました。そし

て催眠への新たなチェックが、心理学や大脳生理学など

の分野で進められるようになり、その結果、現在では、

催眠下ではテレビや人の話など外部から入手した情報に

よって偽の記憶やストーリーが作り出されることが明ら

かになってきました。前世像やソウルメイトといった架

空のストーリー、また宇宙人にさらわれる事件（アブダ

クティー）は、まさに催眠によるフィクションであるこ

とが裏付けられています。

　ニューズレター前号で紹介した、イアン・スティーヴ

ンソン博士などは、催眠に対して今述べたようなしっか

りした見解を持っていたため、退行催眠の問題点を正確

に見抜いていたのです。今後、アメリカにおける催眠の

研究が進むにつれ、「退行催眠」や「前世療法」は、い

ずれ地上から姿を消すようになるのではないかと思われ

ます。
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飯田史彦氏の『生きがいの創造』について

　ここ数年、日本で評判となってきたのが、飯田史

彦氏の『生きがいの創造』です。彼はこの本の中

で、海外の科学者による前世研究や死後生命の研究

を紹介し、それによって新しい人生観と生きがいを

持つための手掛かりを提供したいと述べています。

学者という立場から、しかも畑違いの経営学の学者

が、死後の生命や生まれ変わりなどという宗教分野

のテーマを取り上げたことで、大きな反響を巻き起

こしました。　

　一人でも多くの人々が霊的真理を知り、本当の霊

的人生を歩んでいただきたいと願う私達にとって、

こうした動きは誠にうれしいことです。飯田氏の勇

気ある行動に拍手を送りたいと思います。日本にお

いても、アメリカに遅れること約２０年目にして、

やっと学者が死後の世界や永遠の霊的生命について

表舞台で論じるようになったことを、心から喜びた

いと思います。

　しかし、彼の『生きがいの創造』をそのまま無条

件で受け入れることはできません。その中に重要な

問題点があることを指摘しなければなりません。飯

田氏がこの本において扱っているものが霊的分野に

関する内容である以上、スピリチュアリズムの立場

から、評価・批判していくことが必要です。単に死

後生命の存在や前世・再生を認めるというだけで、

それを全て善しとすることはできません。これまで

見てきたニューエイジや新新宗教でも、輪廻転生や

死後の生命を認めています。また、このニューズレ

ターで取り上げてきた前世療法のワイスも再生を認

めています。しかしそれでいて、あまりにも大きな

弊害を生み出しているのです。こうしたことが、飯

田氏に当てはまらないとも限らないのです。

　人々を真に正しく導くためには、霊的分野におけ

る正確な知識が要求されます。いうまでもなく、その

最も正確な知識とは、高級霊によって示された「霊

的真理」です。真理という絶対的な基準を手にした

私達がなすべき使命の一つに、他の思想・宗教の正

当性と間違いを指摘することがあります。それがス

ピリチュアリストとしての役目でもあります。そうし

た観点から、これまでワイスとスティーヴンソン

の前世研究の内容を検討してきました。そして、こ

こで同じような観点から、飯田氏の『生きがいの創

造』を見ていきたいと思います。

  飯田氏は、現代科学者の過去世研究を紹介するの

が執筆の目的である、とたびたび述べています。そ

して、この本の内容を信じるか信じないかは皆様に

お任せします、と言っています。学者の立場として

は当然そうあるべきです。そのスタンスを徹底して

貫くことが、公平で客観的立場を守るということに

なります。

　しかし結論を言いますと、飯田氏は一見客観的立

場に立っているかのようなポーズを取りながらも、

「退行催眠」を無条件に正当なものとしています。

そうした強い個人的思い込みを土台にして、『生き

がいの創造』を書いています。霊的なものに興味の

ある人々がこの本を読んだ時、例外なく退行催眠は

正しいもの、前世を思い出す手段として実にすばら

しいものだと思うはずです。

  飯田氏は、ワイスをはじめとする退行催眠の推進

者と、それに反対するスティーヴンソンを、前世を

認めるという共通点を根拠として、同列に扱ってい

ます。ワイスとスティーヴンソンの両者は、結論と

して前世を認めているのだから同一に見なしてもよ

い、という考えです。

　しかし、すでに述べてきましたように、スティー

ヴンソンは、「退行催眠」(特に前世探求のための

催眠)は止めさせなければならないという強力な主

張を持っています。ゆえに、もし飯田氏が、ワイス

とスティーヴンソンを公平かつ客観的に紹介したい

というのであれば、スティーヴンソンが退行催眠に

ついては反対の立場をとり、批判しているという点

を明確に示さなければなりません。さもなくば飯田

氏自身が、スティーヴンソンの反対論拠に対して、

克服的見解を示さなければなりません。それが、客

観的立場に立って科学的情報を提供するということ

ではないでしょうか。
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　飯田氏は、『生きがいの創造』の目的は、死後の

世界や生まれ変わりの存在そのものを証明すること

ではなく、科学的な研究成果を整理して紹介し、す

でに信じている人々を勇気づけたり、人生を応援す

ることであるとしています。どこまでも、新しい観

点からの「生きがい論」を示すことにあるというの

ですが、だからといって情報提供に公平さを欠いて

もよいということにはなりません。まして、この書

のオリジナルが学術論文であるなら、なおさら、こ

こで述べたような手順を踏むのが“学問の常識”と

言えるのではないでしょうか。反対意見がある場

合、それをもオープンに提示することこそ、真の客

観性というものです。

　飯田氏が、意図的ではないにせよ、そうした偏っ

た紹介をするようになってしまった原因は、彼自身

が、「退行催眠」を無条件に真実と考えているとこ

ろにあると思われます。そうした飯田氏の個人的先

入観を土台として、この本は編集されています。従

って本全体を通して、彼は自分の意見を一方的に主

張するという結果になっています。飯田氏は、ステ

ィーヴンソンの見解をどのように受け止めていたの

でしょうか。もし飯田氏がスティーヴンソンの意図

を正確に理解していたとするなら、退行催眠を全面

的に打ち出すような形をとることはできなかったと

思います。このように見ていきますと、飯田氏の

『生きがいの創造』には、極めて大きな問題点があ

ると言わざるを得ません。

　この本の読者には、スティーヴンソンの真摯で洞

察あふれる批判については何も知らされていませ

ん。もし飯田氏がスティーヴンソンの重大な指摘を

公平な立場に立って示していたとするなら、読者の

反応はずっと違ったものになっていたことでしょ

う。退行催眠を鵜呑みにし、単純にこれに感動する

というようなことはなかったはずです。結局、読者

は、飯田氏が選んで提供した一面的な情報だけを受

け入れることになりました。

　たしかに飯田氏の言うように、前世とか死後の世

界を頭から信じない人達を相手にする必要はありま

せん。対象は霊的なものに関心を持ち、純粋にそれ

を求める人達です。そういう人達が、こうした興味

を引かれる情報だけを与えられた時、どのような反

応をするかは容易に予想できるはずです。もしステ

ィーヴンソンの言うことが正しいのであれば、退行

催眠に多くの期待を抱かせることは大きな罪作りと

いうことになります。飯田氏には、そうしたことを考

える余裕がなかったのでしょうか。空想に等しい偽

りの情報であっても、生きがいを与えられるならそ

れでよい、ということにはならないと思います。

  スピリチュアリズムにおいては、先に述べましたよ

うに、退行催眠によって前世を知ることはできない

としています。「霊的真理」という絶対的に信頼で

きる基準と照らし合わせた時、スティーヴンソンの

退行催眠に対する批判は正当なものであると認めら

れるのです。退行催眠による過去世が事実でないと

するなら、飯田氏が引用・紹介した前世の実例は、

真実から大きく掛け離れていることになります。

　本当に、退行催眠によって前世を思い出すことが

できるとするなら、私達は飯田氏に対して何の異議

を唱える必要もありません。心から賛同するだけで

す。しかし飯田氏の『生きがいの創造』は、真実か

らはずれ、結果的に、間違った知識を人々に教える

ことになってしまいました。多くの人々に間違いを

事実と信じ込ませ、退行催眠への傾斜を深めさせ、

魂の成長に係わる大きな弊害を生み出しています。
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　この本の中には、死後の世界や地上における正し

い心構えなど、まさに霊的真理そのものと言えるよ

うな、すばらしい内容も述べられています。（特に

ホイットンの『輪廻転生』からの引用）しかし残念

なことに、それらは全て、退行催眠は正しいという

主張を土台とした構成の中で述べられています。飯

田氏は、せっかくスピリチュアリズムに貢献する道

を歩み出しながらも、同時に、大きなマイナス点を

も作り出してしまいました。実に残念なことです。

　人々に対しては、徹底して吟味した上で正しいと

確信できたものだけを教えるのが、道を説く者とし

ての責任ある姿勢と言えます。さもなくば、本当に

公平で客観的立場に立ち、自己の主観を厳しく排除

した上で、情報を提供すべきです。飯田氏には、も

う一度スティーヴンソンの退行催眠についての批判

を吟味し、正すべき点については勇気をもって訂正

していただきたいと願います。そして今後、霊的真

理を普及する学者として、霊界の信頼できる道具と

して、大きな貢献をなしていただきたいと願ってい

ます。

                                

＊飯田氏は、生きがい論第三作『生きがいの本質』で、

先に著した『生きがいの創造』に対する総括的見解を述

べています。そこで次のような驚くべき発言をしていま

す。

　　　第一作の『生きがいの創造』は、死後の生命や生

まれ変わりに関する各国の大学教官や医者たちの研究成

果をご紹介し、私たちはどのようにして生まれてきたの

か、という仕組みの観点から、人間の「生きがい」につ

いて考察しました。私自身は、決して“真理の解明”に

興味があったわけではなく、人間に生きがいをもたらす

価値観とはどのようなものなのか、を新たな方法で追求

したつもりでした。しかし、私の書き方が未熟だったた

めに、私があの世や魂そのものの研究を行っているかの

ような誤解も生んでしまいました。私は「あの世」でな

く「この世」の研究者であり、あくまでも、人間に生き

がいをもたらすような発想法に興味を抱いていたにすぎ

ません。（３２頁）　　

　飯田氏は、さらにわざわざ次のような、『生きがいの

創造』に対する自己批判の弁まで述べています。

　　　これまでの二冊の『生きがい論』が大きな欠陥を

持っていることに気づいてしまいました。まず、『生き

がいの創造』を執筆した時点では、どのようにして生ま

れてきたのか、という仕組みにとらわれすぎており、な

ぜそのような仕組みなのか、という本質問題を充分に論

じていませんでした……私は大いに反省しました。自分

は、見せかけにすぎない生きがい論を説いてきたのでは

ないか……。（３９、４０頁）　　

　またこの書の最後では、次のような言葉を述べています。

　　　私は、人間の生きがいについて、人間の価値観と

いうものに焦点をあてながら研究している学者ですか

ら、何が真理であるかということよりも、どのような価

値観を選び取ることが人間に生きがいをもたらすのだろ

うか、という問題意識を貫いています。なぜなら、真理

であるかどうかという判断不可能な問題にこだわってし

まうと、かえって自分自身を、出口のない迷路へと追い

込んでしまうからです。（３４５、３４６頁）　　

  飯田氏の『生きがいの本質』には、ここに引用したよう

な思わず我が目を疑ってしまうような内容が随所に述べ

られています。飯田氏は一体どういうつもりで、こうし

た発言をしておられるのでしょうか。飯田氏はご自身の

発言の意味を、本当に理解しておられるのでしょうか。

自分で自分のすべてを否定していることが、分かってい

らっしゃるのでしょうか。

  「死後生命の実存」「再生の実在」「カルマの法則」と

いう普遍的真理との出会いがあって、人はこの世限りの

物質的価値観を否定するようになります。真理を知るこ

とによって、自分の人生をこれまでとは違った視点から

眺めることができるようになります。その結果として、

「人生観・価値観」が根本から変化するようになるので

す。そして今までにはなかった「生きがい」を持てるよ

うになるのです。つまり、真理という出発があって、結

果的に新しい生きがい論が成立するのです。はじめに霊

的真理があり、そこから新たな生きがい論が生まれるとい

う筋道こそ、飯田氏自身が取っていた論法であり、『生き

がいの創造』執筆の大前提であったはずです。そうした
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考えに基づいて、多くの現代科学者の研究成果を取り上

げてきたはずです。

　読者が、飯田氏の書いた書物に感動を覚えたのも、そ

うしたしっかりとした筋道の上で、これまでに全くなか

った新しい生きがい論を提示したからなのです。飯田氏

の本の中に、今まで知らなかった「死生観」や「生命

観」という真理を見い出したからこそ、多くの読者は感

動したのです。飯田氏がわざわざ宗教における教義や教

えを採用せず、大学の研究者の研究成果を取り上げたの

は、真理を宗教的アプローチでないものにしたいとす

る、飯田氏の明確な意図があったためです。真理こそ生

きがい論の出発点であったがために、飯田氏も必然的に

そのようにしてきたのです。  

　しかるに『生きがいの本質』での発言は、そうした常

識ともいうべき前提を根本から覆しています。先に引用

した一節の中では、「死生観」「生命観」といった真理

の問題は、現世における生きがい論のための単なる手段

にすぎない、と明言しています。飯田氏自身はこうした

真理の問題には関心がなく、真理よりこの世の生きがい

に関心があるのだと、到底理解に苦しむようなことを述

べています。飯田氏のこの発言に従うならば、嘘でも作

り話でも、この世の生きがいを持てるなら何でもいい、

ということになってしまいます。わざわざ科学者の研究

にこだわって「退行催眠」とか「ソウルメイト」といっ

たことを言う必要はなくなります。他の新新宗教のよう

に間違ったドグマでも何でもよい、ということになって

しまいます。単に生きがいだけを問題にするのなら、新

興宗教に入信してその人なりの生きがいを持つことと、

何も違いはなくなってしまいます。

　これは明らかに飯田氏の根本的な間違いです。本末転

倒した、あまりにも本質的な間違いと言わなければなり

ません。彼はこの本で、わざわざ『生きがいの創造』を

自己批判していますが、実はその批判自体が全く的外れ

なものになっています。矛盾した自分の実態こそ批判し

なければならないのに、結局、言い訳じみた自己批判を

しているにすぎません。

 

 「死生観」「永遠の生命観」「再生観」といった真理

は、飯田氏が述べているような、何かの手段として軽々

しく扱えるものではありません。それどころか生きがい

論は、こうした真理が明らかにされることによって結果

的に得られるものです。真理なきところでは、“真の生

きがい論”は生まれてこないのです。

　真理や真実に対する探求なくしての生きがい論など、

所詮、主観だけの自己満足、単なる空想にすぎなくなっ

てしまいます。歴史上多くの賢人たちは、人生を捧げて

真理を求めてきました。それは真理の追求こそが、何に

もまして重要であること、優先されるべきものであるこ

とを知っていたからです。そのため、死後の問題・永遠

の生命の事実を知ろうと、多くの宗教者が人生をかけて

きたのです。真理の探求とは、それほどまでに真剣なこ

となのです。真理を、生きがい論のための一つの手段と

して扱うことなど、あってはならないことです。真理の

探求こそ、まさに人生をかけてなすべき最高の大事なの

です。

　飯田氏の『生きがいの本質』での発言は、学者として

のミスの次元を越えて、もっとも本質的な人間性に係わ

る問題を露呈していると言わなければなりません。純粋

な読者の心を踏みにじり、人の心を弄ぶような無責任こ

の上ない発言であることを、しっかり認識していただき

たいと思います。飯田氏の本心からの自省を願わずには

いられません。
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退行催眠セラピーの危険性と問題点

  退行催眠の現場（特にグループで行うような場）

では、交霊会と同じような霊的状況が出来上がりま

す。そこでは低級霊が非常に感応しやすくなりま

す。そうした時に、空想と現実をゴチャ混ぜにし

て、自らその中に身を任せのめり込むようなこと

は、自殺にも等しい行為です。低級霊にとっては、

願ってもないような働きかけのチャンスがころがり

込んでくることなのです。自分から喜んで低級霊に

身を売り渡すようなことなのです。また前世に対す

る関心の根底には、程度の悪い見栄やエゴが潜んで

いることが多く、退行催眠は、わざわざそうした低

級な欲望に油を注ぐようなものです。

　再生についての間違った理解は、地上における地

味な自己克己の歩み、苦しみを自己の成長に必要な

ものとして甘受する生き方から、その人間を遠ざけ

ることになります。日常の出来事を何もかも前世に

結び付けて考えるようになってしまえば、地上人生

における意義は片隅に追いやられることになってし

まいます。夢や占いをそのまま信じ込むことが愚か

であるように、退行催眠による前世をそのまま信じ

るのは異常なことなのです。

　そうは言っても、霊的真理を知らない人が、前世

を簡単に知ることができるという甘い誘惑に抵抗す

ることは難しいでしょう。その意味で、こうした催

眠に係わる人達は、責任の重大さをよくよく自覚す

るべきです。真理からズレた、間違ったことに手を

貸すようなことは厳に慎まなければなりません。他

人の魂の成長にとっての障害となることほど、大き

な罪作りはないのです。

  私達は自分の過去世を知らなくとも、正しい地上

生活を送れるように、神によって創られています。

もし地上生活を正しく生きるために過去世を知るこ

とが必要ならば、神によって、簡単にそれを知るこ

とができるように定められているはずです。シルバ

ーバーチは、前世を知ることは、それ相当の霊的進

化を遂げた人間においては理屈上は可能であるが、

現実の地上人類においては、あり得ないことである

と言っています。

　前世の記憶を取り戻すためには、毎朝、睡眠中の

霊界での体験・出会い・語らいを完璧に思い出せる

ほどの霊的レベルにあることが最低限必要とされま

す。しかし、地上のいかに優れた霊能者・霊通者で

あっても、そのレベルにまで至っている者はいませ

ん。前世は、そこまでのレベルにある者が瞬間的な

インスピレーションとして知ることができる、とい

うものなのです。

　地上の人間が、自分の過去世を知ることが実質上

不可能な状態に置かれているのは、それが分からな

いことが、地上人生にとってふさわしいからなので

す。それを思えば、前世をわざわざ知ろうとする必

要はないし、知らないことを“ベストの道”と考え

なければなりません。そして地上人生において生じ

る一つ一つの困難に堂々と立ち向かい、克服してい

くべきなのです。日常の心のコントロール、醜い心

との闘いにエネルギーを向けるべきなのです。

  自分の過去世の何たるかを知らなくとも、今の自

分の内容こそが、これまでの過去世の総合的な結果

なのです。そしてそこに存在する悪いカルマは、地

上において正しい霊的歩みを実践する中で、徐々に

消滅していくようになっています。まさにそのため

に、私達はこの地上で人生を送っているのです。
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守護霊との二人三脚の歩み　
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霊界中心主義

  スピリチュアリズムと地球上の他の宗教・思想との

根本的な違いは、「霊界中心主義」という点にありま

す。まさにこれこそが、スピリチュアリズムの有する

特殊性なのです。スピリチュアリズムは人類史上初

めて、「霊界中心主義」を打ち出しました。

　「霊界中心主義」とは、自分の存在根拠と価値を霊

界に置き、地上にありながら全ての事柄について霊

界を中心に考え、行動していくということです。日常

生活上のあらゆる問題を霊界人のように眺め判断し、

霊界人を手本として歩むことです。「霊的真理」はそ

のための指針となります。

　また「霊界中心主義」とは、今の地上人生を霊界へ

の準備期間と考え、地上生活をそのための訓練場と

する生き方であると言えます。地上人生を、永遠の霊

的人生行路の単なるひとこまと位置付けするという

ことです。地上人生の全ての営みは「霊的成長」のた

めにあるととらえ、それを最優先し、衣・食・住・金

銭といった物質的なものは、そのための手段とするこ

とです。

　さらに「霊界中心主義」を地球規模で考えるなら、

「霊的真理」を地上のすみずみまで普及させ、地球

を、霊的成長をなすにふさわしい環境にするというこ

とになります。霊的真理を、地上のあらゆる分野にお

ける指導理念、人類全体の常識とすることです。霊

的真理が、個人の生き方の規範・方針となるばかり

でなく、国と国との関係においても“共通の理念”と

なるということです。また人類の本能・物欲から生じ

るエゴと傲慢さに歯止めをかけ、動物虐待や肉食な

どの悪習慣や環境破壊を地上から一掃することにも

なります。

私達と霊界人との関係

　　複数の背後霊と、一人の守護霊

  こうした「霊界中心主義」における、霊界の人々

と私達の関係は、ある面では地上の人間関係より重

要なものとなります。霊界人は地上人に対して全て

の点で指導的立場に立ちますが、それは具体的に

は、霊界人が私達地上人の「背後霊」「守護霊」と

して関与する、ということです。

  現在の地球にとっての最大の出来事とは、地球全

体の霊的浄化を目的とした大規模な高級霊界からの

働きかけがなされているということです。そして、

それは地上ではスピリチュアリズムによる霊的真理

普及を通じて進められています。地上の人間はスピ

リチュアリズムとの関係を持った時点から、霊界の

高級霊団の一員として、地上での霊的真理普及のた

めに働くことになります。つまり私達一人一人は、

高級霊団が地上に働きかけるための足場・道具にな

ったということです。そうした私達が真理の前に謙

虚になり、自分の利益を後回しにして霊的真理普及

の大事業に全てを捧げようとするなら、多くの霊界

人の援助を引き寄せるようになります。目的を同じ

くする多数の霊界人の働きかけを受け、「霊界の道

具」として大きな貢献をなすことができるようにな

ります。このようにして、一人の地上人である私

と、複数の霊界の「背後霊」という関係が出来上が

ります。

血縁関係のある霊もいれば、地上的な縁故関

係は全くなくて、果たさんとする目的におい

て志を同じくする者、言ってみれば霊的親近

感によって結ばれる場合もあります。そこに

は民族や国家の違いはありません。

             　　〈シルバーバーチ２・１３０〉



　こうした背後霊達との関係以外に、私達はもう一

つ、別の霊界人との関係を持っています。それが私

と「守護霊」という、一対一の個人レベルにおける

関係です。私達の魂の成長を目的として、常に一人

の霊界人が守護霊として付き、極めて密接なつなが

りを持っています。

守護霊は、私達の生涯の“個人教師”

　私達の誰もが、地上に生まれてから今日に至るま

で、ずっと一人の「守護霊」によって守り導かれて

きました。今この時も、守護霊は常に私達に密着

し、霊的成長のために働きかけています。そしてこ

れからも、地上の人生を終えるまで、その関係はず

っと続くことになります。

　守護霊は、私達の性格・気質・前世の姿・霊的な

因縁、さらには今後の人生行路から寿命に至るま

で、当人に関するありとあらゆることを知り尽くして

います。また、これまでの地上人生における隠れた

行為についても、その一部始終を知っています。そ

の上で守護霊は、私達の魂の成長にとって最も適切

な導きをしてくれているのです。地上には、これほ

どまでに完璧な指導のできる教師は存在しません。

　守護霊は、私達が地上に再生するに際して、私達

みずからが選択した試練の内容についても熟知して

います。そしてその内容に基づき、私達がカルマを

清算して霊的に成長していくための必要な状況をつ

くり出すのです。魂の成長をなすにふさわしい困難

や、厳しい道を用意するのです。そしてその一方

で、私達がその困難を乗り越え成長することができ

るように、陰から応援してくれるのです。私達の願

いと祈りに耳を傾け、霊的摂理の範囲内で、可能な

かぎりの援助をしてくれるのです。

　また睡眠中には、私達をあの世のいろいろな所に

連れ出し、さまざまな体験をさせてくれます。そし

て死んでこの世を去る時には、真っ先に迎えにき

て、新しい人生の手引きをしてくれるのです。まさ

に守護霊は、私達にとっての「生涯の個人教師」、

私のためだけの「専属の霊的教師」なのです。

守護霊は、私達の“霊的な兄・姉”

  守護霊は教師として、私達の霊的指導に係わって

いるだけではありません。広大な宇宙の中で“神の

代身”として、私達をストレートに神の愛で愛して

くれる方でもあります。その愛は、地上の肉親の献

身的な愛よりも深く広いものです。自分の全てを与

えつくし、見返りを全く期待することのない、純粋

な利他的愛なのです。これまでの人生で私達を最高

に愛してくれたのは、まさに「守護霊」であり、そ

れは私達一人一人にとっての「霊的な兄・姉」のよ

うな存在です。

  守護霊は、私達が落ち込んだ時には背後から励ま

しのエネルギーを注ぎ、くじけそうになった時には

勇気を与え、悲しい時・寂しい時には慰めを与えて

くれました。間違った道を歩もうとしたり本能の誘

惑に負けそうになった時には、必死にそれを押し止

めようとしてくれました。疲れて動けなくなった時

には、力を与え肉体を癒してくれました。また試練

の中で苦しむ私達に対しては、摂理にそって、可能

な限りの援助をしてくれました。  

　誰もが、そうした守護霊の愛と導きを得てこの地

上人生を送っているのですが、その最大の援助者の

存在に気づく人はなかなかいません。肉体を持ち

“霊的感性”が鈍くなった地上の人間は、こうした

最も身近で親しい存在であるはずの守護霊につい

て、思い出すことさえできなくなっています。守護

霊の存在を知らない大半の人々は、常に孤独感を抱

いて歩んでいます。

　しかし今この時、私達のすぐ背後に、私達の魂の

成長を自分のことのように願ってくれている存在、

一片のエゴも含まない純粋な利他愛で包んでくれて

いる存在があるのです。もしその事実を少しでも実
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母体内での受胎の瞬間から、あるいはそれ以

前から、その人間の守護の任に当たる霊が付

きます。そして、その人間の死の瞬間まで、

与えられた責任と義務の遂行に最善を尽くし

ます。   　　　　    

  　　　　　　〈シルバーバーチ１・１７９〉                        



感できるとするなら、その瞬間に、今までの孤独感

は消し飛んでしまうでしょう。孤独感を持つ必要な

ど全くなかったと、心の底から実感できることでし

ょう。

　今、孤独のどん底で首をうなだれ膝をかかえてい

る人も、決して一人ではありません。地球上にいる

人間で、独りぼっちにされている人は誰もいませ

ん。愛されていない人、心配してもらっていない人

は一人もいないのです。それどころか一人一人が、

神の代身である守護霊から、宇宙より大きな愛で愛

されているのです。誰もが、守護霊によって最高の

愛を受けているのです。守護霊の愛は、私達の生涯

にわたって注がれています。これからもずっと、守

護霊の“絶対愛”に包まれて生きていけるのです。

このように私達は、今後の人生を孤独の中で生きる

ことは決してないのです。孤独を恐れる必要は全く

ないのです。

私はいつも思うのですが、地上の人々、中で

もとくに霊的知識を手にされた方が背後霊の

存在を実感をもって認識してくだされば、ど

んなに有り難いことでしょう。地上の愛する

者へ無益な害が及ばないようにかばい、守

り、導いている霊の姿を一目ご覧になること

ができれば、と思うのです。

                    〈シルバーバーチ１０・６５〉

父と子供との関係と同じです。ある目的をも

って、その成就のための道から外れないよう

に、時には忠告を与え、悲しみの中で慰めを

与え、苦難の中にあっては生き抜く勇気を与

えたりします。 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　〈思想編・２０４〉

人間を、友も援助者（背後霊団）も付けずに

地球という孤島に島流しにしたわけではあり

ません。一人一人に必ず守護霊が付いてお

り、父が我が子を見守るように、一瞬の休み

もなく見守っています。            　　　　　

　　　　　　　　　　　〈思想編・２０６〉
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守護霊としての辛い歩み　　守護霊の苦労

　守護霊の霊界からの働きかけ・指導は、すべて霊

的摂理にそって進められていきます。霊界サイドか

ら地上人に対して、一方的になすべきことを強制す

ることはできません。どこまでも地上人自身が自分

の判断に基づいて行動し、その結果として、魂を成

長させることができるように導いていくのです。こ

れが人間に“自由意志”が与えられていることの意

義であり、霊的摂理にそった人間の成長ということ

です。

　そうした状況下での霊界から地上人への働きかけ

は、ただひたすら一方的に与えるということになり

ます。しかし、どれだけエネルギーを注いでも、尽

くしても、地上人の自覚がないところでは、よい結

果を期待することはできません。十与えて一つ、二

十与えて一つの反応が得られるにすぎません。まさ

に忍耐だけが要求される働きかけとなります。普通

の地上人ならとっくに諦めてしまうようなことが、

これまで私達に対してずっと行われてきたのです。

守護霊は、決して私達を諦めたり見捨てたりするこ

となく導き続けてくれたのです。        

　それを考えた時、今日まで、私達が最も悲しみを

与え、苦労をかけてきたのは、まさに「守護霊」で

あったことが分かります。一人一人にとっての最大

の恩人とは、守護霊に他なりません。私達が最も感

謝すべき相手は、本当は肉親以上に守護霊でなけれ

ばならないのです。しかし、これまで大半の人々

は、その最大の恩人・恩師の存在に気づくことさえ

ありませんでした。そして何か辛いことがあると、

すぐに愚痴をこぼしたり、嘆いたり、運命を呪うよ

うなことさえしてきました。今にして思えば、その

度ごとに、守護霊を悲しませてきたのです。  

　さらには、いったんスピリチュアリズムに導かれ

霊的真理を知りながら、離れていった人達もありま

した。せっかく真理を得ながら謙虚になれず、道を

外れてしまったのです。そうした時の守護霊の悲し

みは、私達の想像をはるかに越えたものです。長年

の苦労が実って、やっと最高の道にたどり着いたの

に、本人みずからその宝を手放してしまったので

す。守護霊にとって、これ以上の悲しみはありませ

ん。

　分かってみれば、守護霊ほど辛い孤独な奉仕の道

を歩んでいる者は地上にはいません。誰からも理解

されることなく、結果もあまり期待できない中で、

ひたすら私達の成長を願い導き続けてくれたので

す。何の見返りも求めず、一方的に与え続けるとい

う最高に孤独な道を歩んできたのです。まさに労多

く報われることの少ない奉仕を、この私一人のため

に継続してきてくれたのです。                            

　シルバーバーチは、そうした「守護霊」が味わう

苦しみについて、次のように述べています。 
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私も、人間が苦しむのを見て涙を流したこと

が何度かあります。でも、ここは絶対に手出

しをしてはならない、と自分に言い聞かせま

した。それが摂理だからです。その時の辛さ

は、苦しんでいる本人よりも辛いものです。

しかし、本人みずからの力で解決すべき問題

を、私が代わって解決してあげることは許さ

れないのです。                      　    　　　

　　　　　　　〈シルバーバーチ４・２３〉  

こちら側にいる私たちにとって耐え忍ばねばな

らない最大の試練は、愛情の絆で結ばれている

地上の人間が苦難と闘っているのを目の当たり

にしながら、それがその人の魂にとって是非と

も必要であるとの認識のもとに、手をこまねい

て見ていなければならない時です。 

　　　　　　　　　　　〈愛の摂理・１５２〉

威圧したり強制したりして仕事を進めるやり

方は、私たちは取りません。神から授かった

理性の光で導き、一歩一歩をみずからの意志

で踏み出すように仕向けます。                                 

　　　　　　〈シルバーバーチ２・１３５〉



　守護霊の立場とは、何と辛く、また何と深い愛が

必要とされることでしょうか。

守護霊の決定

  霊界の人々はどのようにして、こうした厳しい守護

霊の役目に就くことになるのでしょうか。一般的に

言って、守護霊の多くは、地上へ再生する霊の「類

魂の一員」から選ばれることになります。類魂の仲

間とは、魂の成長度が同じで、霊的な親和性によっ

て結ばれている霊的兄弟と言えますが、そうした一

人の霊が「守護霊」となるということです。一方、

霊的成長レベルの未熟さゆえに、幽界から直接、カ

ルマの摂理・働きによって自動的に地上へ再生する

というケースも存在します。その際、守護霊となる

のは、その再生する霊の霊的レベルに見合った低い

霊です。（「類魂」ではなく、地上時代の血縁・先

祖がなることが多い。）

　一般的なケースの場合、ある霊が地上への再生を

決意するに際して、時を同じくして類魂の中から一

人の霊が中心霊から任命され、再生者の「守護霊」

になることが決まります。そして地上に再生した類

魂仲間に対しての献身的歩みが始まることになりま

す。守護霊の任命を受けた霊は、その役目を通じ

て、自分自身の悪いカルマを清算し、同時に魂の成

長をなす道を歩むことになります。類魂の中心霊は

それを予測して守護霊に任命するのです。もちろん

守護霊の役目を受けるについては、受ける本人の自

由意志が尊重されますが、大半の霊はそれを自らの

成長・奉仕のチャンスとして受け入れます。

  このように守護霊となることは、その霊自身にとっ

ても霊的成長の道を歩むことであり、救いの道とも

なっています。再生とは違った形で、「魂の成長」

と「罪の清算」を果たすことができるのです。

 

必ず任命によって行われます。こちらの世界

にはこちらなりの法則があり、それは地上よ

りはるかに厳格です。守護霊と人間との関係

がうまくいくのは、当初において霊の資質の

すべてが知れているからです。学校と同じで

す。学校長はあずかった生徒の潜在的資質を

知りつくし、教師の才能を知りつくせば、ど

の生徒はどの教師のクラスが適切であるかが

判断できます。　　　　　　　

　　　　　　　　　　〈愛の摂理・２３６〉
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それは霊的親和性による結びつきです。たま

には血縁関係が縁になることもありますが、

大部分は血縁はありません。霊的親類どうし

の親和力を縁として、相互間に利益のある二

つの霊が結びつけば、そこに引力が生じて守

護霊ないし指導霊　　どう呼ばれても結構で

す　　が影響を行使できるようになります。

                              〈愛の摂理・２３４〉 



��

各自に守護霊がいることは事実ですが、では

その事実を本当に自覚している人が何人いる

でしょうか。自覚が無ければ、無意識の心霊

能力をもち合わせていないかぎり守護霊は働

きかけることはできません。霊の地上への働

きかけは、それに必要な条件を人間の方が用

意するかしないかに掛かっています。

                    〈シルバーバーチ２・２０９〉

両者の関係がどこまで親密となるかは、地上

の人間の霊的成長しだいで決まることです。                                      

　　　　　　　　　　　　〈愛の絆・３０〉

　一人の霊が地上に再生するに際しては、守護霊の

任を引き受けてくれた友に、地上における自分の守

護と導きを頼むのが普通です。しかし、その霊（再

生者）も一旦地上に誕生して肉体をまとうようにな

ると、霊界におけるそうした全てのいきさつを完全

に忘れてしまいます。霊界では、二人は同じ「類魂

仲間・霊的兄弟」でした。しかし、肉体に包まれて

脳の意識（物質的意識）を中心に生きることになっ

た地上人と霊界にいる守護霊では、大きな隔たりが

できてしまいます。霊的視野、霊的真理の理解度、

そして霊的純粋さにおいて、大人と赤ちゃんほどの

違いが生じることになります。

　ここにおいて自動的に、霊界の守護霊が「教師」

で地上の人間が「生徒」といった関係が成立するこ

とになります。そして親が手を取り我が子を育てて

いくように、霊界の守護霊は地上人の魂の成長のた

めに、可能な限りの配慮をして導くことになりま

す。そのプロセスについては先に述べましたよう

に、一方的に与え尽くすだけの労多くして実り少な

い厳しい道となるのです。

地上人サイドから守護霊に近づく努力を！

　守護霊こそ、地上人にとっての最高の教師であ

り、誰よりも純粋な愛で愛してくれる兄・姉であ

り、最高の恩人であり、信頼できる親友と言えま

す。そして私達のために苦労を受け持ち、苦しんで

くれる方なのです。ゆえに私達が真っ先に感謝すべ

き相手は守護霊ということになります。「守護霊」

こそ、神に次いで感謝を捧げるべき存在なのです。

  何度も述べましたように、守護霊の働きかけは労

多く空しいものとなりますが、その原因は、地上人

が守護霊についての事実を全く知らないところにあ

ります。そのため、せっかくの守護霊の献身的行為

も一方的なものに終わってしまうのです。

　もし地上の人間が、こうした守護霊の実情を知

り、その働きかけと導きを正しく受け止めることが

できるようになれば、守護霊との関係は、ずっと強

固で緊密なものになります。霊界と地上をつなぐ霊

的エネルギーのパイプは、これまでとは比較になら

ないぐらいに強く太くなります。その結果、私達は

守護霊からの導きや影響力を、もっとストレートに

得られるようになるのです。守護霊の導きを無にす

るのは、すべて地上の人間サイドの問題なのです。

私達地上人が少しでも「守護霊」に近づく努力をす

るなら、霊的状況は格段に変化するようになるのは

明らかです。
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   今後、私達は真のスピリチュアリストとして、地

上サイドから霊界に接近する努力を始めなければな

りません。もっともっと、「守護霊」との関係を密

接・強固なものにしなければなりません。

　そのために私達がなすべき努力目標を、次に掲げ

ることにします。

●守護霊が自分の背後にいて、愛し導いてくれてい

　ることを絶えず思い起こす。常に二人でいること

　を忘れない。　　　　　　　　　　　　　　　　

●守護霊と通じやすい環境をつくる。　　　　　　

　誰もいない静かなところで瞑想・祈りをする。

　心を静め、霊の道具としての受容的姿勢をつくる。
     

●何か分からないことがあったら、守護霊に尋ねる。

　その答えは睡眠中に教えられ、日中において、それ

　をインスピレーションとして思い出すようになる。

　また何らかの方法で気づかされる。　　　　　　

●常に、神と守護霊に感謝する。　　　　　　　

　「これまで導いてくださって、ありがとうござい

　ます。今日一日の導き、ありがとうございます。」

  そして何よりも大切なことは、日々、霊的真理に

そう努力をすることです。つまり心身を清らかに保

ち、「良き霊界の道具」となれるよう努めることで

す。少しでも自分の人生を「霊的真理普及」のため

に捧げようとすることです。

守護霊の身元にこだわる愚かしさ

  世間では、自分の守護霊を知ることが一つの流行

のようになっています。そして残念なことにスピリ

チュアリストの中にも、いまだに自分の守護霊の身

元を知りたがっている人が見られます。また交霊会

に参加して、自分の守護霊が誰であるのか、教えて

もらおうとする人もいます。そうした行為がいかに

幼稚で愚かなことであるかは、いまさら言うまでも

ないでしょう。

  私達の誰にでも一人の「守護霊」がいて、私達を

愛し守り、導いてくれているという事実を知るだけ

で十分なはずです。自分の守護霊を知りたがる人に

かぎって、最も肝心な努力を怠っているように思わ

れます。そして見栄と自己顕示欲に心が支配されて

いるようです。もし交霊会で、地上人の程度の悪い

好奇心に合わせて軽々しく守護霊の身元を教えるよ

うな霊がいるとしたら、それは全て低級霊と考えて

間違いありません。地上人の程度の悪さに応じて、

霊界の低級霊がからかっているのです。

寒々として霊性を寄せつけぬ地上生活にありて

は、そなたたちの魂と、その欲求を叶えしめん

として待機せる背後霊との間の磁気的霊交が、

真摯なる祈りによりて如何に強く促進されるも

のであるかを、そなたたちは知らぬ。その絆は

使うほどに強化され、交わるほどに親密度を増

す。祈りというものが如何に豊かなる霊的実り

をもたらすかを知れば、そなたもより多く祈る

ようになることであろう。

                                　 〈霊訓上・１６６〉



　これまで、ニューズレターについて多くの方々か

らご質問をいただきました。そのつど、可能なかぎ

り返事を差し上げるように努めておりますが、行き

届かない点につきましては、どうかご了承くださ

い。

　このコーナーでは、今までお寄せいただいたお便

りの中から、三通ご紹介いたします。

質問─１

　ニューズレター５号に、臓器移植についての記事

がありました。私は二十数年前より、妻とともに「献

体運動」に取り組んできました。妻は数年前にこの世

を去り、その時大学の医学部に献体いたしました。

「献体」に対するご意見をお伺いいたします。

答え

　二十数年にわたって進めてこられた「献体運動」

の推進者としてのご苦労・ご努力は、並々ならぬも

のであったことと拝察いたします。“人のため・社

会のため”という一途な奉仕の信念なくしては、成

し遂げることのできない道だと思います。

　結論を述べますと、死後の肉体（シルバーコード

が完全に切れて霊体から離れた肉体）を医学の発展

のために捧げるという「献体」は、霊的真理に照ら

し合わせて、何の問題もありません。その行為にと

もなう動機が純粋で利他的なものであるならば、誠

に尊い愛の実践だと思います。

  霊的視点から見た「臓器移植」についてはニュー

ズレーター５号で触れておりますが、「献体」はそ

れとは異なるものです。霊体が完全に抜け出てしま

った肉体はただの物質に過ぎず、どう取り扱っても

よいものです。

  シルバーバーチは、次のように述べております。

  つまり、シルバーコードが完全に切れているかどう

かが問題であって、完全に切れてしまえば、肉体はた

だの物質であり、どう扱ってもよいのです。摂理には

反しません。そして、その肉体を純粋な思いから医学

の発展のために捧げるというのであれば、地上の人

間として立派な“愛の行為”だと思います。

　利他愛の実践にもさまざまなレベル（次元）があ

ります。今後は、真理の普及（霊的事実を伝えるこ

と）を奉仕の一番の核とされ、その上で、献体運動

を進めて行かれてはいかがでしょうか……。

　　死者はある一定期間、そっと安置してお

いてあげる必要があると信じている人がいま

す。それと言うのも、最近では人体を使って

実験するために死体をかっさらうように実験

室へ持っていくことがよくあるのです。こう

したことは魂ないし霊にとって害があるので

しょうか。（質問）

「それはその死者の霊が、霊的事実について

の知識があるかどうかによります。もし何の

知識もなければ、一時的に害が生じる可能性

があります。と言うのは、霊体と肉体とをつ

ないでいるコードが完全に切れたあとも、地

上での長い間の関係によって相互依存の習性

が残っているからです。

   その意味では一般的に言って、埋葬または

火葬までに三日は間を置いた方がよいでしょ

う。それからあとのことは、どうなさろうと

構いません。死体を医学的な研究の材料とし

て提供したければ、それも結構でしょう。そ

ちらで判断なさるべきことです。」

皆さんのご質問にお答えして　
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質問─２

　ある知り合いの方から「神の道具と言っても、人

間はそう簡単にできるものではない。まず自分をし

っかりつくり上げ、自分の行動・人間に責任を持て

るようになって、はじめて神の道具になれる。まず

自分をつくり上げることが大切だ」と言われたので

すが……。

答え

　自分をつくり上げること、言い換えれば、自分を

成長させることが大切であるという意見に異論を唱

える人はいません。問題は、自分をつくり上げるに

はどうすべきか、自分を成長させるにはどのように

したらよいのか、ということです。

　シルバーバーチは、「地球を天国にするのは理論

的には一日でできることですが、現実にはそうはい

かないので、こうした長い時間をかけた忍耐の歩み

が必要になっているのです」と述べています。それ

と同じで、自分を成長させるということは理屈によ

って片付けられることではないのです。

　その方は、人間を成長させるには具体的にどのよ

うな努力をすべきかを、しっかり理解していらっし

ゃるのでしょうか。ご質問の中の言葉は、単なる綺

麗事・観念論のような感じがいたします。おっしゃ

るように、人間は成長しなければならないというの

は確かですが、それを成し遂げるには、具体的な方

法と現実的な努力が必要とされるのです。 

　人間の魂の成長における最大の障害・阻害要因

は、魂が肉体に閉じ込められているということで

す。つまり、日常的に「肉主霊従」という状態に陥

っているということです。そのために“魂の栄養

素”（霊的栄養素）を取り入れることができなくな

っているのです。

　私達地上人が霊的に成長するには、霊が優位とな

るような状態、「霊主肉従」という状態を保つこと

が最低限必要となります。宗教におけるさまざまな

修行方法は、実はこの一点♢♢「霊主肉従」を保つ

ためにあるのです。

   「道具意識」持つように努めるということは、そ

うした「霊主肉従」の状態を効果的に、しかも最も

深い次元において実現する方法です。良き霊界の道

具となることを目指して努力することは、まさに魂

成長のための最高の手段であり、最短の歩みともな

るのです。

　ですから、ご質問の中での知り合いの方の発言

　　「まず自分をつくり上げて、はじめて道具にな

れる」というのは、一見筋が通っているかのように

聞こえますが、単なる観念論に過ぎないことが分か

ります。どのような状態に至ったなら、自分をつく

り上げたと言えるのでしょうか。その方は、地上に

おいて人間が完成の域に達することができるとでも

思っていらっしゃるのでしょうか。現実の醜い自分

の心と厳しく闘ったことがある人ならば、そうした

観念的なことは口にできないはずです。

  「神の道具」として歩もうとすることは、まさに

自分を高めつくり上げるための努力なのです。未熟

な人間がスムーズに自分をつくり上げる、最も自然

で効果的な方法なのです。自分を成長させることだ

けに心がとらわれたり、自分の魂を高めようとやっ

きになると、結局、魂は成長させられません。それ

では、どこまでも“自意識”の殻を抜け出せないか

らです。

　それとは逆に、自分のことを忘れて（自分の魂

の成長とか救いさえも忘れるほどに）、ただ人の

ために自分の全てを捧げたいという思いが心に湧

きあがる時、結果的に魂は成長しているのです。

「道具意識」とは、まさに自分のことを忘れ、人々の

ために自分の全てを捧げようとする生き方なのです。
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質問─３

　私はこれまで、「高橋信次先生」は釈迦の生まれ

変わりだと思っておりました。そして今でも毎朝、

祈りの言葉「心行」を神棚に向かって上げていま

す。しかしニューズレターで先生についての記事を

読んでから、「高橋信次先生像」が混乱するように

なりました。今後どのようにしていけばよいのか、

アドバイスしてください。

答え

　シルバーバーチは　　「地上の特定の人間を信仰

の対象としたり、誇大に評価し帰依することは間違

いである」と述べています。高橋信次氏が、霊力・

人格ともに優れた稀に見る人物であったことはニュ

ーズレターでも書いた通りです。しかし高橋氏と言

えども、あくまで地上の一人の人間に過ぎません。

  これまで絶対だと考え信じ切っていたものが崩れ

始めることは、人生の足場を根底から覆されるよう

な出来事であり、大きな不安を引き起こすことにな

ります。その悩みがいかほど大きなものであるか

は、人生の苦しい峠にさしかかっておられるご本人

でない限り、知ることはできません。

　しかし、それは霊的視点から見た時、より高い世

界に飛躍するための、新しい自分に生まれ変わるた

めの“産みの苦しみ”であると言えます。その苦し

みは、ご自身が、これまでの霊的レベルに満足でき

なくなったことを意味しています。もし依然として、

高橋信次氏こそ最高であるとの信念にとどまってい

るとするなら、ニューズレターの記事など気にもか

けなかったはずです。示されたより高い世界の価値

が分かるということは、ご自分の霊性がすでにその

レベルにまで至っているからなのです。ニューズレ

ターの内容にご自分の高い魂が引かれ、新しい光が

差し込むようになったのです。

　今後どのような道をとるかは、ご自身の責任にお

いて決意しなければなりません。そのためにはま

ず、スピリチュアリズムの真理（シルバーバーチの

霊訓など）を徹底して読まれることです。そして、

スピリチュアリズムこそ自分の歩むべき道であると

の確信が得られた時は、その良心の声に勇気を持っ

て従うべきです。スピリチュアリズムに対してまだ

納得できないというのであるなら、急いで結論を出

そうとせず、さらに時間をかけて霊訓を読まれるこ

とです。焦る必要はありません。じっくりと結論を

出せばよいのです。

　あなたのこれまでの人生は、今この時を迎えるた

めの準備であったことは明らかです。高橋信次氏と

の出会いも、そのためにあったのです。霊界におい

て高橋氏は、すでにスピリチュアリズムの意義とそ

の重要性を悟っております。自分が何をしなければ

ならないのかも、はっきりと理解しています。ま

た、これまでのニューズレターにも目を通しており

ます。詳しくはこれ以上語ることはできませんが、

そうした高橋氏の霊界における理解の拡大と霊的成

長とは別に、あなたはご自身の理性によって、何が

正しいことなのかをご自分で判断しなければならな

いのです。そして、ご自分の意志で歩み出さなけれ

ばならないのです。どうか、良心の声に忠実に歩ま

れますように……。  
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